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港
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３
面
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５
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奥

■
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

防
災
講
演
会

三
月
三
日

（
木
）
十
四
時

十
五
時
半
、

港
区
民
セ
ン
タ
ー
で
。無
料
。日

本
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
災
害
研
究
所

長
伊こ

れ

永な
が

勉つ
と

氏む

が

災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

と
題

し
て
講
演
。

六
五
七
三

〇

一
一
九
港
消
防
署
予
防
担
当
。

■
第

回
手
話
奉
仕
員
養
成
講

座（
入
門
編
）
手
話
の
通
訳
や

普
及
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
養
成

四
月
十
四
日

来

年
三
月
一
日
の
毎
木
曜
夜
二
時

間（
全
四
十
回
）
主
会
場
は
港

区
民
セ
ン
タ
ー

対
象
は
区
内

在
住
在
勤
在
学
の
高
校
生
以

上
初
心
者

受
講
費
無
料
（
テ

キ
ス
ト
千
二
百
円
）

申
込
は

往
復
葉
書
に
住
所
氏
名（
ふ
り

が
な
）
年
齢
電
話
番
号
携
帯

番
号
を
記
入（
四
月
六
日
消
印

迄
）

詳
細
は
港
区
社
会
福
祉

協
議
会（
弁
天
二

一
五

一
、

六
五
七
五

一
二
一
二
、

六
五
七
五

一
〇
二
五
）へ
。

■
市
岡
日
本
語
教
室
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
説
明
見
学
研
修
会

地

域
の
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え

て
十
五
年
。
新
た
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
募
集

資
格
は
日
本
語
を

自
由
に
話
せ
る
十
八
歳
以
上

活
動
は
毎
金
曜
十
九

二
十
一

時（
年
間
約
三
十
五
回
）港
区
民

セ
ン
タ
ー

説
明
会
は
三
月
四

日（
金
）十
九

二
十
一
時
に
同

セ
ン
タ
ー

見
学
会
は
三
月
十

一
日（
金
）、
十
八
日（
金
）十
九

二
十
一
時
に
同
セ
ン
タ
ー

研
修
会
は
三
月
二
十
五
日（
金
）

十
九

二
十
一
時
に
同
セ
ン
タ

ー

費
用
は
説
明
見
学
研
修

会
は
無
料
（
会
員
に
な
る
と
入

会
金
千
円
と
年
会
費
三
千
円
）

申
込
は

メ
ー
ル
か
電
話
で

（

＠

〇
八
〇

三
八
四
六

二
五

八
一
札ふ
だ

葉ば

）

申
込
〆

三
月

三
日
（
説
明
会
当
日
申
込
可
）
。

■
生
物
多
様
性
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

つ
な
が
る
す
べ
て
の
い
の
ち

の
た
め
に

地
球
の
今
と
未

来
の
た
め
で
き
る
こ
と
を

と

昨
秋
始
ま
っ
た
取
り
組
み
の
二

回
目
。
生
物
多
様
性
条
約
会
議

の
内
容
やか

上み
の

関せ
き

辺へ

野の

古こ

高
江

・
高
尾
の
現
状
な
ど
を
知
り
、

で
き
る
こ
と
を
考
え
合
う
。
三

月
六
日
（
日
）
十
三

十
七
時
、

港
近
隣
セ
ン
タ
ー
（
八
幡
屋
一

四

二
〇
）で
。千
円
。
主
催

・
問
合
せ
先
は
生
物
多
様
性
パ

レ
ー
ド

御
堂
筋（

〇
八
〇

一
五
二
二
九
八
一
七
松
村
）
。

■
自
閉
症
児
を
応
援
す
る
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
ワ
ー
ク

プ
ロ
の
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
療
法
士
が

自
閉

症
児
の
体
や
心
が
少
し
で
も
楽

に
な
れ
ば
と
始
め
た
。
気
楽

な
参
加

を
呼
び
か
け
。
無
料
。

要
予
約
。毎
月
第
二
第
四
土
曜

の
十
五

十
八
時
に
松
井
整
骨

院
内
で
。
弁
天
四

一
〇

二

六
、
六
五
七
二

一
一
六
五
。

■
タ
イ
の
エ
イ
ズ
の
子
供
た
ち

へ
の
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ

ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
教
室
（
ス
リ
ム
を
つ

く
る
歩
き
方
）

山
形
県
の
山

下
文
博
さ
ん
に
よ
る
癒い

や

し
施
術

を
支
援
し
日
本
気
道
術
学
会
が

主
催
。
デ
イ
ケ
ア
の
参
考
に
な

っ
た
な
ど
と
好
評

写
真
。第

三
十
二
回
は
二
月
十
六
日（
水
）

十
時
半

十
二
時
に
港
区
民
セ

ン
タ
ー
二
階

橘
た
ち
ば
な

で
。
テ
ー

マ
は

膝ひ
ざ

痛
と
変
形
性
膝
関
節

症
の
予
防
。紐ひ

も

付
き
ス
ニ
ー
カ

ー
持
参
。支
援
金
一
口
五
百
円
。

〇
八
〇

一
四
〇
四

四
三

三
九

快か
い

生き

堂

堀
川
。

自
分
に
で
き
る
所
か
ら

住
み
よ
い
街
へ
行
動
を

（
夕
凪
・
山
本

歳
）

私
は
長
年
、
建
設
関
係
の
仕

事
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

体
を
壊
し
て
入
院
し
、
昨
夏
退

院
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
港

区
の
こ
と
が
色
々
と
気
に
な
り

出
し
、

少
し
で
も
住
み
よ
い

街
に

と
で
き
る
所
か
ら
行
動

を
始
め
て
い
ま
す
。
健
康
の
た

め
通
っ
て
い
る
大
阪
プ
ー
ル
で

は
、
側
溝
の
詰
ま
り
、
ろ
過
装

置
の
不
調
な
ど
が
気
に
な
っ
た

の
で
、
市
会
議
員
に
視
察
し
て

も
ら
い
、
今
年
一
月
、
滑
り
や

す
か
っ
た
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
床ゆ

か

が
改
良
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
他
、

公
園
で
犬
を
放
し
飼
い
す
る
人

や
糞ふ

ん

を
処
理
し
な
い
人
、
野
良

猫
に
餌え

さ

を
や
り
続
け
る
人
、
禁

止
区
域
で
ス
ケ
ボ
ー
を
す
る
若

者

な
ど
も
気
に
な
り
、
直
接

処
理
し
た
り
、声
を
か
け
た
り
、

議
員
に
相
談
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
な
か
な
か
改
善
さ
れ
ず
、

時
に
は
注
意
し
た
相
手
と
喧け

ん

嘩か

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
自

分
に
で
き
る
所
か
ら
行
動
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

忘
れ
る
な
！

（
池
島
・
勝
部
泰や

す

臣お
み

歳
）

原
爆
に
つ
い
て
語
る
人
が
少

な
く
な
っ
た
今
、
医
師
で
作
家

の
加
賀
乙お

と

彦ひ
こ

氏
の

平
和
を
語

る
（

紙
夕
刊
）は
目
を
引
い

た
。
七
歳
児
の
長
崎
被
爆
死
の

脳
を
見
て
、
延
々
と
続
く
廃は

い

墟き
ょ

の
よ
う

か
く
も
原
爆
は
凄す

さ

ま

じ
い
も
の
と
は

残
酷
な
殺
人

と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
と
。

折お
り

も
折
、
英
国

が
ク
イ

ズ
番
組
で
二
重
被
爆
の
故
山
口

彊つ
と

氏む

を
世
界
一
運
の
悪
い
男

と
ジ
ョ
ー
ク
交
じ
り
に
紹
介
し

た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
。
許
せ
ぬ
。

核
な
き
世
界
を
と
死
ぬ
ま
で
訴

え
続
け
た
人
に
対
す
る
、
こ
れ

が
メ
デ
ィ
ア
の
態
度
か
。
何
が

紳
士
の
国
だ
。
世
界
全
体
が
核

廃
絶
論
議
を
し
て
い
る
中
、
戦

争
や
原
爆
に
無
知
は
許
さ
れ

ぬ
。
ま
し
て
メ
デ
ィ
ア
関
係
者

は

。
港
新
聞
の
戦
争
体
験
を

継
続
は
力
な
り

と
予か

ね

て
よ

り
応
援
す
る
所
以

ゆ
え
ん

で
あ
る
。
人

間
は
忘
れ
る
動
物
。
し
か
し
あ

の
忌い

ま
わ
し
い
戦
争
体
験
は
忘

れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
よ
。

銭
湯
の
ご
苦
労
に
敬
服

（
池
島
・

代
女
性
）

銭
湯
は
近
く
に
も
あ
り
ま
す

が
、
銭
湯
の
灯ひ

は
消
さ
ん
！

（
前
号
１
面
）

を
読
ん
で
経
営

者
の
ご
苦
労
が

よ
く
分
か
り
ま

し
た
。
特
に
廃

材
の
確
保
や
そ

れ
を
ボ
イ
ラ
ー

に
く
べ
る
作
業
な
ど
、
体
も
気

も
休
ま
る
時
が
な
い
の
で
は

。
そ
れ
で
も
番
台
で
物
をこ

と

託づ
か

る
こ
と
を
交
流
の
懸
け
橋
と
感

じ
、
や
り
甲が

斐い

に
思
わ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
に
敬
服
し
ま
し

た
。
今
度
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

人
生
劇
場

楽
し
み

（
田
中
２
・

歳
女
性
）

川
島
恵
美
子
先
生
の

人
生

劇
場

（
６
面
）
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
平
成
六
年
ご
ろ

港
近
隣
セ
ン
タ
ー
絵
画
教
室
で

教
え
て
頂
き
、
そ
の
後
は
仕
事

の
関
係
で
通
え
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
先
生
の
描
か
れ
る
風
景

画
は
素
晴
ら
し
く
、
今
で
も
大

好
き
で
す
。
お
元
気
で
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
描
い
て
下
さ
い
。

読
者
の
作
品
か
ら
辻
悦
子
さ
ん
の
絵
手
紙

港
区
た
こ
あ
げ
大
会
に
ぎ
わ
う

手
作
り
和わ

凧だ
こ

を
新
春
の
空

へ
！

と
一
月
十
六
日
朝
、
八

幡
屋
公
園
多
目
的
広
場
で

港

区
た
こ
あ
げ
大
会

が
開
か
れ

ま
し
た
。
小
学
生
八
十
数
人
を

含
む
約
二
百
人
が
参
加
。
二
十

一
回
目
。

大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
会
港
区
支
部
協
議
会
が

主
催
、
港
区
青
少
年
指
導
員
連

絡
協
議
会
と
港
区
子
ど
も
会
育

成
連
合
会
が
共
催
・
協
賛
。

開
会
式
で
は
田
端
尚ひ

さ

伸の
ぶ

・
港

区
長
が
、

自
分
で
作
っ
た
凧

を
自
分
で
揚
げ
る
こ
と
で
物
づ

く
り
を
尊
ぶ
心
が
養
わ
れ
る

大
人
と
子
供
が
一
緒
に
楽
し
む

こ
と
で
世
代
間
交
流
に
な
る

各
校
下
の
子
供
ら
が
参
加
す
る

こ
と
で
地
域
間
交
流
に
な
る

区
役
所
と
民
間
組
織
が
協
力
す

る
こ
と
で
市
民
協
働
の
場
に
な

る

と
こ
の
催
し
の
意
義
を
強

調
し
ま
し
た
。

★
風
向
き
変
わ
る
難
条
件

ま
ず
、
子
供
た
ち
が
持
ち
寄

っ
た
和
凧
の
出
来
栄
え
を
小
学

校
区
ご
と
に
審
査
し
て
も
ら
う

品
評
会
が
あ
り
、
そ
の
後
で
飛

び
っ
ぷ
り
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
よ
く
晴
れ
渡
っ
た

青
空
で
し
た
が
、
風
向
き
が
く

る
く
る
変
わ
る
難
し
い
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
。
思
う
よ
う
に
揚
が

ら
ず
苦
戦
す
る
様
子
も
見
ら
れ

ま
し
た
が
、
子
供
た
ち
は

風

に
向
か
っ
て
走
れ
！

な
ど
の

声
援
を
受
け
な
が
ら
元
気
に
駆

け
回
っ
て
い
ま
し
た
。

会
場
の
一
角
に
設
け
ら
れ
た

凧
の
病
院

に
は
、
糸
の
解ほ

ど

け
や
尻し

っ

尾ぽ

の
ち
ぎ
れ
な
ど
故
障

の
凧
を
抱
え
た
子
供
ら
が
次
々

と
訪
れ
、
日
本
の
凧
の
会
大
阪

支
部
の
濱
中
慶よ

し

久ひ
さ

幹
事
ら
四
人

が
、

糸
は
こ
う
結
ぶ
ん
や

な
ど
と
教
え
な
が
ら
、
手
早
く

修
繕
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

★
ポ
ケ
モ
ン
絵
柄
で
受
賞

審
査
の
結
果
、
デ
ザ
イ
ン
・

飛
翔
・
優
秀
の
各
賞
（
計
二
十

四
人
）
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
四
回
目
の
参
加
で
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
篠し

の

原は
ら

朱あ
か

音ね

ち
ゃ

ん
（
磯
路
小
一
年
）
は
、
父
親

の
努
さ
ん
（
青
少
年
指
導
員
）
、

母
親
の
美
知
恵
さ
ん
と
一
緒
に

ポ
ケ
モ
ン
絵
柄
の
凧
を
眺
め
な

が
ら
、
作
り
方
は
八
十
点

飛

び
方
は
六
十
点
か
な

な
ど
と

振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

初
参
加
の
金
子
健
太
郎
君

（
八
幡
屋
小
一
年
）
も
ポ
ケ
モ

ン
の
図
柄
。
子
ど
も
会
で
一
週

間
前
に
作
り
ま
し
た
が
、
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
な
が
ら
骨
や
糸
を

付
け
た
り
、
和
紙
が
破
れ
な
い

よ
う
色
を
塗
る
の
が
難
し
か
っ

た
と
か
。
母
親
の
貴き

美み

さ
ん
は

本
格
的
な
和
凧
の
作
り
方
を

教
え
て
頂
き
、
感
謝
し
て
い
ま

す

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

読者の皆さんの投稿を歓迎します。内容は自由ですが、掲載・

不掲載の決定や文章上の調整は本紙で行ないます。匿名でもかま

いませんが、内容確認などのため、必ず本紙と連絡がとれるよう

お願いします。手紙かハガキかファクスで送って下さい。

手づくり和凧の糸を
引いて元気に走りま
くる子供たち

三
先

天
満
宮
で
恒
例
書
き
初
め

書
を
通
じ
て
地
域
の
ふ
れ

あ
い
を

と
一
月
二
日
朝
、
三

先
の
天
満
宮（
旧
三
先
天
満
宮
）

で

書
き
初ぞ

め
・
書
道
展

が

開
催
さ
れ
、
三
先
・
池
島
地
域

を
中
心
に
区
内
外
か
ら
数
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
天
満
宮
奉

賛
会
（
貴き

田だ

太だ
い

五ご

会
長
）
が
呼

び
か
け
る
正
月
恒
例
の
行
事
で

六
回
目
。

◆
真
剣
に
筆
動
か
す
子
ら

三
先
小
と
池
島
小
の
児
童
が

授
業
で
書
い
た

希
望

の
筆

文
字
が
何
枚
も
展
示
さ
れ
、

清す
が

々す
が

し
い
墨
の
匂
い
が
立
ち
込

め
る
社
殿
の
大
広
間
。
十
時
過

書
を
通
じ
て
地
域
の
人
た
ち

が
ふ
れ
合
っ
た
書
き
初
め

瀬
戸
マ
ヨ
子
さ
ん
撮
影

ぎ
か
ら
次
々
と
親
子
連
れ
な
ど

が
入
っ
て
き
て
、
座
卓
の
半
紙

に
向
か
い
ま
し
た
。

（
冬
休
み
の
）宿
題
を
片
付

け
る
た
め
と
い
う
子
供
た
ち
、

一
年
の
抱
負
を
筆
で

と
い

う
女
性
、
（
こ
の
行
事
を
伝
え

る
）
港
新
聞
を
見
て

と
い
う

人
た
ち
な
ど
で
、
参
加
者
は
例

年
を
上
回
り
、
筆
が
足
り
ず
に

ス
タ
ッ
フ
を
慌
て
さ
せ
る
一
幕

も
。
最
年
少
は
三
歳
の
浅
山
莉り

子こ

ち
ゃ
ん
と
山
下
滉ひ

ろ

人と

君
（
共

に
三
先
）
。
地
域
の
人
た
ち
に

見
守
ら
れ
な
が
ら
、
小
さ
な
手

で
筆
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
次
々
と
書
き
上
げ

ら
れ
た
書
の
一
部
は
、
一
般
の

参さ
ん

詣け
い

者
が

良
縁

家
内
安

全

な
ど
と
筆
書
き
し
た
も
の

と
合
わ
せ
て
、
神し

ん

前ぜ
ん

に
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

世
話
役
の
一
人
、
瀬
戸
信
行

さ
ん
（
池
島
２
）
は

緊
張
し

た
面お

も

持
ち
で
筆
を
走
ら
せ
る
家

族
を
見
て
い
る
と
、
心
が
温
ま

り
ま
す
。
児
童
が
書
い
た
よ
う

に
、
今
年
が

希
望

の
持
て

る
年
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

港 新 聞地域・催し・読者（ ） 第 号 平成 年（ 年） 月 日 火曜日地域・催し・読者


